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       中中観観山山昭昭和和寺寺とと世世界界平平和和同同願願会会  
  信信州州霧霧ヶヶ峰峰にに存存在在すするる昭昭和和寺寺はは、、正正式式ににはは宗宗教教法法人人中中観観山山同同願願院院昭昭和和寺寺とと

称称しし、、故故山山崎崎良良順順師師（（略略歴歴最最終終頁頁））がが自自ららのの戦戦争争体体験験かからら、、第第二二次次世世界界大大戦戦でで

亡亡くくななっったた方方々々のの慰慰霊霊とと世世界界平平和和をを祈祈願願すするる活活動動ののたためめにに

建建立立さされれままししたた。。良良順順師師はは、、昭昭和和１１６６年年９９月月、、山山砲砲のの中中隊隊長長

ととししてて中中国国にに出出征征、、揚揚子子江江辺辺のの各各地地をを転転戦戦ししつつつつ終終戦戦をを迎迎

ええままししたた。。２２度度のの負負傷傷をを負負いいままししたたがが、、そそのの隊隊はは現現地地のの

人人々々とと友友好好的的なな交交流流ももあありり「「ササンンキキーーププーーテテーーチチャャンン」」とと呼呼

ばばれれ、、帰帰国国ののととききはは他他隊隊ととはは違違っってて、、みみんんななままるるままるる太太っってていいたたそそううでですす。。  

昭昭和和３３５５年年、、戦戦友友会会のの席席上上、、良良順順師師ががここのの会会をを生生還還者者のの親親睦睦ののみみででななくく、、戦戦没没

者者をを弔弔いい平平和和をを祈祈るる会会ととししてて、、日日中中両両国国にに観観音音像像をを創創りり、、一一体体をを中中国国にに贈贈るるこことと

をを提提案案、、賛賛同同をを得得てて「「中中観観会会」」（（中中国国にに観観音音様様をを贈贈るる会会））がが

設設立立さされれままししたた。。趣趣旨旨にに賛賛同同ししたた茅茅野野市市のの矢矢崎崎虎虎夫夫氏氏がが

製製作作にに当当たたりり、、翌翌年年浅浅草草のの浅浅草草寺寺でで２２体体のの観観音音像像のの盛盛大大

なな開開眼眼供供養養がが行行わわれれままししたた。。当当時時のの中中国国にに観観音音像像をを贈贈るるここ

ととはは大大変変難難ししいいここととででししたたがが、、幸幸運運ににもも２２年年後後北北京京のの広広済済

寺寺にに安安置置さされれるるここととににななりりままししたた。。  

そそのの後後、、太太平平洋洋のの各各地地のの激激戦戦地地ににもも祀祀っってて欲欲ししいいととのの要要望望かからら、、青青蓮蓮院院門門跡跡

門門主主東東伏伏見見滋滋洽洽台台下下にに会会長長ををおお願願いいししてて、、有有縁縁のの地地にに観観音音像像ををおお祀祀りりしし世世界界平平

和和をを祈祈願願すするる昭昭和和同同願願会会（（世世界界平平和和同同願願会会のの前前身身））がが発発足足ししままししたた。。ググアアムム島島

のの戦戦没没者者慰慰霊霊塔塔ををははじじめめ、、ササイイゴゴンン、、ママンンダダレレーー、、シシンンガガポポーールル、、ババーーシシーー海海峡峡

ななどどのの慰慰霊霊塔塔にに贈贈らられれてていいまますす。。  
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  昭昭和和４４５５年年のの大大阪阪万万博博ににはは、、平平和和観観音音像像をを出出展展のの許許可可をを得得てて、、広広くく浄浄財財をを集集

めめ、、３３メメーートトルルもものの像像ととししてて古古河河パパビビリリオオンンのの前前のの法法輪輪閣閣のの庭庭にに建建ててらられれままししたた。。

そそれれはは万万博博終終了了後後、、ララオオススパパビビリリオオンンをを払払いい下下げげてて頂頂くくここととににななりりままししたた。。  

  そそししてて諏諏訪訪市市のの多多くくのの方方々々ののごご協協力力でで、、ララオオスス館館をを移移築築ししてて、、霧霧ヶヶ峰峰ににそそのの像像

をを本本尊尊ととすするる昭昭和和寺寺をを建建立立すするる運運びびととななりりままししたた。。ししかかしし宗宗教教法法人人にに市市がが土土地地をを

貸貸すすののはは違違憲憲とといいううここととでで、、国国際際学学生生ゼゼミミナナーールルとと社社会会教教育育をを行行ううここととをを事事業業目目

的的ととししてて、、財財団団法法人人のの世世界界平平和和同同願願会会がが誕誕生生ししままししたた。。  

  そそししてて、、良良順順師師のの熱熱意意がが多多くくのの方方々々のの賛賛同同、、協協力力をを得得るるここととににななりり、、中中観観山山同同

願願院院昭昭和和寺寺とと、、国国際際青青少少年年研研修修会会館館がが完完成成ししたたののでですす。。  

  東東南南アアジジアア国国際際ゼゼミミナナーールルはは、、留留学学

生生はは３３泊泊４４日日参参加加費費無無料料、、交交通通費費５５千千

円円支支給給とといいううここととでで、、昭昭和和４４８８年年かからら１１

６６回回開開かかれれままししたた。。講講師師はは中中島島嶺嶺雄雄

氏氏・・小小川川平平四四郎郎氏氏・・松松原原泰泰道道師師ななどど、、

アアジジアア問問題題やや宗宗教教界界ななどどのの有有力力なな識識

者者ををおお招招ききしし、、地地元元のの植植物物やや地地理理のの先先生生、、体体育育のの先先生生もも参参加加さされれ、、例例年年３３００名名

程程のの学学生生がが充充実実ししたた研研修修をを受受けけててききままししたた。。  

平平成成４４年年、、良良順順師師のの無無二二のの協協力力者者だだっったた妻妻志志津津子子がが

亡亡くくななるるとと、、裏裏方方のの作作業業ををすするる人人ががななくく、、ゼゼミミナナーールルのの開開

催催はは不不可可能能ににななりりままししたた。。平平成成８８年年良良順順師師のの遷遷化化ととととももにに、、

ここのの事事業業はは途途絶絶ええたたままままににななっってていいまますす。。  




